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平成２８年度 東京都水防協議会 議事録

平成２８年４月１５日（金）

（第一本庁舎９Ｆ防災センター）

河川部管理課長

副 知 事

(安藤副知事) 

大変お待たせいたしました。只今から「平成２８年度 東京都水防協議会」を開催 

いたします。 

 私は、建設局河川部管理課長の松浦と申します。 

 本協議会の司会を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願い 

申し上げます。 

 それでは、議事に先立ちまして、まず、安藤副知事よりご挨拶を頂きたい 

と思います。 

 副知事よろしくお願いいたします。 

 東京都副知事の安藤でございます。 

 委員の皆様におかれましては、日頃から東京都の防災行政にご理解とご協力

を賜り、深く感謝申し上げます。 

 昨日は熊本で大きな地震がありました。 

 今、懸命な救出が行われております。都におきましても最大限の支援をして

いきたいと思っております。 

 さて、東京都では、都民を洪水や高潮から守るため、毎年、出水期を迎える

この時期に、「東京都水防計画」を策定しております。 

本協議会では、平成二十八年度の「東京都水防計画案」を、ご出席の各委員

の皆様にご審議いただき、その結果を知事に答申いたしますので、よろしくお

願いいたします。 

 平成二十七年の水防に係る活動は、延べ八十回にわたり、たびたびの集中豪

雨や台風に襲われ、水防本部を十三回設置いたしました。 

なかでも、九月の関東・東北豪雨により茨城県常総市では、鬼怒川の堤防が

決壊し、氾濫流による家屋の流出や、広範囲かつ長時間の浸水が発生するなど

、近年の水害では例を見ないほどの被害が発生しました。 

都内においては、直轄管理区間の綾瀬川や中川で氾濫危険情報が発表される

など、三日間に及ぶ水防活動を行いましたが、幸いにも大きな被害はありませ

んでした。 

 本日お集まりの皆様の連携のもと、それぞれの活動が円滑に行われているこ
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河川部管理課長

道 路 監

とにあらためて、感謝申し上げます。 

さきほどお話した昨年の関東・東北豪雨もそうですが、近年、雨の降り方も

変化しており、想定を超える浸水被害が全国各地で多発しております。 

 頻発する豪雨や台風から都民の命を守るためには、護岸や調節池等の整備を

進めるとともに、住民の避難行動に資するソフト対策の強化も重要になります

。 

都では、時間百ミリの局地的かつ短時間の豪雨にも効果を発揮する広域調節池

など六施設で、今年度より工事に着手する予定としております。 

また、改正された水防法への取組として、（昨年十月に関係部局で検討会を

立ち上げ、）新たな浸水想定区域の指定に向けて検討を進めているところであ

ります。 

このように、ハード・ソフト両面からの対策を推進し、全力で水害対策に取

り組んでまいります。 

今後とも、皆様方との連携を一層強化し、水害の防止に努めていきたいと考

えておりますので、今年度も水防活動にしっかりと取り組んでいただくようお

願いし、簡単ではございますが、私からの挨拶とさせていただきます。 

 ありがとうございました。なお、安藤副知事におきましては、所用のため退

席させていただきます。 

 それでは、ここで本日お配りしております、資料の確認をさせていただきます。 

――― 配布資料の確認  ――― 

よろしいでしょうか。 

 次に、ご発言の際のマイクの使用方法についてですが、目の前の「発言」ボ

タンがマイクのスイッチになっていますのでご発言の際はこちらを押してくだ

さい。押しますと緑のランプがつくようになっています。発言後は、もう一度

ボタンを押していただくようお願いします。 

それでは、議事に移らせていただきます。 

 議事進行につきましては、建設局 西倉道路監にお願いいたします。 

只今、紹介を受けました建設局 道路監の西倉でございます。 

 本協議会の議事進行を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願い

申し上げます。 
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気象庁 

(立原防災気象官) 

道路監 

関東地方整備局 

（吉田地域河川

調整官）

道 路 監

河 川 部 長

道 路 監

 さて、本会は、水防法第七条の規定に基づき、平成２８年度 東京都水防計

画(案)を審議していただくものであります。 

 今年度の主な改訂は、水防法の改正に伴う修正や、水防上注意を要する箇所

の共同点検の実施等について行っております。 

 まず、審議に先立ちまして関係機関より説明をお願いいたします。 

 はじめに、「防災気象情報について」 

 気象庁予報部 立原
たちはら

 防災
ぼうさい

気象官
きしょうかん

よりご説明をお願いいたします。 

─「防災気象情報について」説明 （資料1のとおり） ─ 

 ありがとうございました。 

 続きまして、「平成27年9月関東・東北豪雨」に係る鬼怒川の 

洪水被害及び復旧状況について」を国土交通省 関東地方整備局 吉田
よしだ

 地域
ちいき

河川
かせん

調 整 官
ちょうせいかん

よりご説明をお願いいたします。 

─「平成27年9月関東・東北豪雨」に係る鬼怒川の洪水被害及び復旧状況につ

いて」説明 （資料2のとおり）─ 

 ありがとうございました。 

 続きまして 

「東京の河川事業について」を、建設局三浦河川部長から説明いたします。 

  ─ ｢東京の河川事業について｣ 説明 （資料3のとおり）─ 

 それでは、只今までの説明につきまして、ご意見・ご質問がございましたら

、ご発言をお願いいたします。 

続きまして、次の審議事項に入ります。 

 平成２８年度 東京都水防計画(案)につきまして審議をお願いいたします。 

 建設局河川部 吉原防災課長から平成２８年度 東京都水防計画(案)の概要

を説明いたします。 
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防 災 課 長

道 路 監

宇 田 川 都 議

河 川 部 長

宇 田 川 都 議

道 路 監

河川部管理課長

─「平成２８年度 東京都水防計画(案)について」説明 （資料4のとおり）─

 平成２８年度 東京都水防計画(案)の説明が終わりましたが、ご意見・ご質

問がございましたら、ご発言をお願いいたします。 

昨年９月の関東・東北豪雨では鬼怒川の堤防が決壊し、甚大な被害が発生し

ました。私が住んでいる江戸川区では、カスリーン台風により甚大な被害が生

じ、近年は高規格堤防等によるハード対策を進めてきました。 

今後は、ハード対策だけでなくソフト対策も必要不可欠であります。 

今回都が行う取組は、消防機関や水防管理団体との連携の強化が期待される

ため、非常に良い取組であると思います。そこで、「水防上注意を要する箇所

の合同点検」の具体的な実施内容について伺います。 

各建設事務所が主体となり、管内の消防機関と水防管理団体である区市町村

がこれまで個別で行っていた点検を合同で行うことにより、顔の見える関係を

構築し、水防上危険な箇所の現地確認を行うこととしております。 

また、水防上注意を要する箇所については、それぞれの箇所での危険な要因

を都職員から説明させていただきます。

江戸川区でも一旦水が出ると逃げ場がなくなり非常に危機感を感じており、

皆様の努力に期待しております。 

 その他ご質問も無いようですので、本計画案について、お諮りいたします。

 本件は原案どおり知事に答申いたしたいと存じますが、ご異議ございません

か。  

 ご異議ないものと認めまして、平成２８年度 東京都水防計画は、原案のと

おり答申いたします。 

 予定をしておりました議事は終了いたしました。 

 委員の皆様には、議事進行にご協力いただき、誠にありがとうございました

事務局へ戻します。 

 長時間にわたるご審議、ありがとうございました。 

 それでは、これをもちまして平成２８年度東京都水防協議会を閉会させてい

ただきます。誠にありがとうございました。 


